
 

 

 

 

 

                                                                                               

 

 

心を育てる時間 ～道徳参観日を通して～ 

 

長かった夏もようやく終わり，さわやかな風を感じられる季節になりました。 

２学期が始まりひと月が過ぎました。子供たちは，天気のよい日には運動場に出て遊べるようにな

り，学習とのメリハリをつけて学校生活のリズムが整ってきました。どの学級も総じて落ち着いて過

ごすことができています。 

 

さて，９月の道徳参観日では，それぞれの学級で道徳の読み物教材を読んで，課題について考える授

業を行いました。 

「きまりや規則は，なぜ大切なのだろう」 

「家族のあたたかさとは，どんなものだろう」 

「自由とは，どういうことなのだろう」…… 

子供たちは一人一人が自分の経験や思いを重ねながら，自分なりの考えを

もち，友達と伝え合っていました。 

 

道徳の学習では，一つの答えを見つけることだけが大切なのではありません。友達の考えに耳を傾

け，「そういう考え方もあるんだ」と気付いたり，「自分はどうだろう」と改めて考えたりすることを

大切にしています。参観日の授業でも，友達の話を真剣に聞き，自分の考えを深めていく子供たちの姿

が見られました。 

こうした日々の学びを積み重ねながら，子供たちが自分自身を見つめ，周りの人の思いを大切にし，

よりよく生きようとする心を育んでいきたいと思います。 

学校での道徳の学びが，日々の生活の中での「気付き」や「思いやり」につながっていくよう，これ

からも一人一人の心の育ちを大切にした教育を進めてまいります。 
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<学校教育目標＞ 夢を持ち 自ら学ぶ ～「挑戦」そして「感謝」～ 

 

始業式 

全体で話し合う１年生 タブレットに考えを示して話す３年生 
アンケートで自分の生活と読み物

資料を結び付けて学ぶ５年生 



修学旅行に行ってきました 
９月１６日（水）１７日（木），６年生は山口県方面への修学旅行

に行ってきました。「自分で考え・仲間と動く，学びと感謝あふれる

2 日間にしよう」と目標をもって旅立ち，１日目には下関考古博物

館・海響館・萩焼窯元，２日目には松陰神社・秋吉台・秋芳洞・サフ

ァリランドを訪れました。 

子供たちは，常に目標を意識した行動で，行く先々でよく学び，友

達と共に楽しむ姿が見られました。帰りのバスの中では「もう少し旅

行を続けたい。」という声も聞かれました。旅行中，2日間ともお天

気に恵まれ，よい思い出ができたようです。  

この旅行での経験や学びをこれからの学校生活でも生かしていっ

てくれると期待しています。 

あの日の呉と復旧の仕事 
４年生の社会科及び総合的な学習の時間に学んでいる防災教育の

一環で，9月１５日（火）には，呉市上下水道局の山根さん，９月

３０日（水）には，三好さんにお越しいただき，西日本豪雨災害の

ときの呉の様子と復旧についてお話していただきました。 

山根さんは，当時，道路や河川の維持や管理のお仕事をされてい

たそうです。平成 30年７月７日以降の呉市内の被災現場の写真を

提示しながら，どんなに大変な状況だったのかをお話してください

ました。私たちが直接見ることのない下水道の様子も教えてくださ

り，生活を支えているライフラインの重要性にも着目することがで

きました。三好さんからは，当時の様子と呉市の水はどこから来て

いるか，地図で示してお話いただきました。 

早い復旧に向けてもふだんの備えが大切であること，そして，災

害から命を守る３つの力「自助・共助・公助」の考え方に基づき，

最初に自分の命を守り，その上で，みんなで助け合うのだと教えてくださいました。 
先日も呉地域に大雨が降りました。災害は，いつ起こっても不思議ではありません。子供たちにも

しっかりと考えて動ける力を育成していきたいと思います。 

残したいもの 伝えたいもの 
9月 2９日（火）には，地域でお祭りのお囃子を行っておられる

流田さんと髙根さんにおこしいただきました。社会科の授業で地域

の残したいもの伝えたいものを学ぶ学習で，お祭りが行われる理由

ややぶの役目などのお話をしていただきました。 

子供たちは，これまでにもお祭りに行ったり参加したりした経験

はあるようですが，実際にその由来や意味を知ることで地域のよさ

にふれ，残していきたい，伝えていきたいという気持ちをもつことができたようです。 

本 小 教 育 相 談 窓 口 
いじめ・体罰・性暴力・セクハラ， 児童の成長 についての心配ごとなど，遠慮なく相談してくだ
さい。 
○担当者  浅木森文恵教頭  倉田智世教諭    向井かほき教諭   

小島ひろみ教諭  住吉香織養護教諭  神開 実教諭 
○相 談   毎月第３火曜日を定例としていますが，いつでも担当者へご相談ください。 

ご来校，お手紙，お電話(0823-21-0005）いずれの方法でも対応します。 
○相談場所 保健室（第１校舎１階），校長室（第１校舎１階），さくらルーム（第２校舎２階） 

松下村塾 

秋吉台 

お話をしてくださる山根さん 

お話をしてくださる流田さん，髙根さん 

お話をしてくださる三好さん 


